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 様々なイベントや大会!!
みんな頑張りました!!

「第66回茨城県県央地区消防ポンプ操法大会」

桂幼稚園　運動会

グリーン那珂西　敬老会にて

「和やかな笑顔に包まれて」

町内各地で

「最後ま
でがんば

れ～!!」

「ゴール
!!」

「みんなが一つになって楽しいお遊戯」

茨城県消防学校にて
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平成27年度決算　一般会計の使いみち

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
18
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
条
例
改
正
２
件
・
条
例
制
定
１
件
・
契
約
の
締
結
２
件
・
補
正
予
算

４
件
・
決
算
認
定
７
件
・
人
事
案
件
１
件
・
そ
の
他
３
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ

れ
た
議
案
の
う
ち
、
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
し
、
常
任
委
員

会
ご
と
に
所
管
分
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
補
正
予
算
１
件
を
除
き
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
４
件
・
陳
情
１
件
、
報
告
７
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第３回
定例会

の使いみち一般会計

□基金残高	 55億2,895万円
町民一人あたり　約264,378円

□町債残高	 110億1,972万円
 （特別会計含む） 町民一人あたり　約526,931円

※基金… 町が将来のために備えたり、定額の資金を運用するため
に設けられる資金で、町の積立預金のことをいいます。

※町債… 町が事業を行うために資金を調達する一つの手段で、町
の借金のことをいいます。

町の人口　20,913人（平成27年3月31日現在）

議会費
1億1.716万4千円
1.1%

総務費
33億6,301万9千円

30.9%

民生費
22億5,723万円

20.7%

衛生費
7億2,345万3千円
6.6%

農林水産業費
4億3,389万8千円

4.0%

商工費
1億5,761万1千円

1.4%

土木費
9億2,000万8千円

8.4%

消防費
5億1,787 万8千円
4.8%

教育費
8億5,507万9千円

7.9%

災害復旧費・労働費
3,389万6千円

0.3%

公債費
15億1,478万3千円

13.9%

歳出総額

108億9,401万9千円
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平成27年度決算　一般会計の使いみち

平成26年度決算一般会計
一般会計

事　　業　　名 金　　額

総 務 費
町庁舎建設工事 17億3,581万円

デマンド交通システム運行補助 1,990万円

民 生 費

児童手当支給事業 2億7,453万円

障害福祉サービス費 2億9,783万円

後期高齢者医療給付費事業 2億2,795万円

保育所入所運営費 2億3,134万円

医療福祉費（マル福）事業 9,097万円

ななかい保育所事業 4,271万円

衛 生 費
収集運搬手数料 3,552万円

各種予防接種事業（集団・個別接種） 2,975万円

農林水産業費 生産調整対策補助 3,235万円

商 工 費
健康増進施設「ホロルの湯」指定管理料 6,200万円

プレミアム付き商品券発行事業補助 700万円

土 木 費

町営住宅修繕業務委託 595万円

合併支援徳蔵倉見線県工事委託（繰越） 4,430万円

大桂大橋耐震補強工事（繰越） 2,000万円

消 防 費
消防事務負担金（水戸市） 3億5,140万円

県消防救急無線・指令センター整備費負担金 3,069万円

教 育 費 小学校スクールバス運行業務 3,038万円

災害復旧費 災害復旧工事実施設計書作成業務委託 694万円

　　歳入（町に入ったお金） 	 112億4,019万円
　　歳出（町で使ったお金） 	 108億9,401万円
　　歳入歳出差引額	 3億4,617万円

主に、次のような事業に使われました。
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監査委員決算審査報告

監査委員　加藤木　昭　博　
監査委員　阿久津　則　男　

●	収入未済済額は年々減少傾向にある。各課との連携を密にし、滞納者には
早期に対応し、悪質な滞納者には、「滞納は絶対に許さない」という毅然と
した態度で臨み、法的措置を講ずるなど、さらに実効性のある収納対策を
図り、滞納の解消、収納率の向上に引き続き努められたい。

●	合併による普通交付税の特別措置は平成31年度までで、平成27年度から
は段階的に減額され、大幅な財源不足を生ずることが予想される。今後十
分な財政計画のもとに、行財政の合理化・効率化を計画的に進め、住民サ
ービスの低下を招くことなく、継続性のある行政運営を行っていくかが緊
要の課題である。

●	公営企業会計は独立採算性が原則であり、収入未済額の増加は経営圧迫の
要因にもなる。水道事業会計においても、収入未済額の解消に更に全力で
対処するとともに、年間給水量及び年間有収量を的確に把握し、供給単価
を考慮し販売損失の抑制に努め、独立採算制を基本とした適正な水道料金
体系による健全な企業経営に努められたい。

●	地方財政にとってはまだまだ厳しい状況が続くことが予想されるので、真
の住民サービスとは何かを常に念頭に置き、住民が安心して生活できる生
活環境を望むものである。

監査委員決算審査報告
　８月３日（月）から６日（木）にわたり、平成26年度一般会計
と特別会計決算・企業会計決算と事業実施状況について審査を行
い、その結果、次の意見を付しての報告がありました。

財政比率
平成26年度 平成25年度 平成24年度

財 政 力 指 数 ０．３７５ ０．３７６ ０．３７７
経常収支比率（％） ８５．４ ８５．８ ８８．７
地 方 債 現 在 高 110億1,972万円 106億3,642万円 111億1,262万円

　財政力指数………「１」に近いほどよく、「１」を超えるほど財源に余裕があることを示す。
　経常収支比率……おおむね70％から80％が標準とされる。
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監査委員決算審査報告

特別会計及び企業会計の決算は以下のとおりです。

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

国保
事業勘定 25億8,690万5千円 25億6,592万1千円 2,098万4千円
施設勘定 2億4,521万9千円 2億4,219万9千円 302万円

後期高齢者医療 1億7,811万4千円 1億7,779万6千円 31万8千円

介護
保険事業 18億7,829万1千円 18億7,606万7千円 222万4千円

サービス事業 453万2千円 453万円 2千円
公共下水道事業 8億6,500万1千円 8億0,080万6千円 6,419万5千円

農業集落排水事業 2億8,845万2千円 2億8,228万6千円 616万6千円

水道

収益的
収入・支出

7億4,745万4千円 6億7,614万7千円 7,130万7千円

資本的
収入・支出

3億8,186万円 5億9,385万4千円 △2億1,199万4千円

※不足額は消費税、地方消費税資本的収支調整額及び過年度損益勘定留保資金で補てんしました。

用語説明	 （国保事業勘定）主に保険給付金等の事業費	 （国保施設勘定）診療所運営の事業費

	 （介護保険事業）主に介護保険給付金等の事業費	 （介護サービス事業）要支援者ケアプラン作成事業費

	 （水道事業収益的収入･支出）汚れた水を適切に処理するための経費とその財源です。

	 （水道事業資本的収入･支出）施設を建設･整備するための経費とその財源です。

平成26年度特別会計決算

近隣市町との比較
数字で比べてもかなり厳しい!!　今後の財政はどうなる？
　決算見込みを的確に把握して、予算編成及び予算補正を適切に行うなど、限られた財源の効率的な
運用を図るよう努めることが大事である。	 （平成25年度決算実績）

財政力指数 経常収支比率（％） 実質公債費比率（％）
城　里　町 0.376 85.8 13.7
茨　城　町 0.541 81.9 9.3
大　洗　町 0.740 94.3 6.5
大　子　町 0.308 80.2 8.1
水　戸　市 0.822 85.9 10.2

※「茨城県市町村概況」より抜粋

実質公債費比率
　率が高いほど財政運営が硬直化していることを示しており、18％以上の団体は地方債の発行に際し
許可が必要となり、公債費負担適正化計画を策定し、財政の健全化を図る必要がある。さらに、25％
以上の団体は一定の地方債の発行が制限される。
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決算特別委員会報告

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第3回定例会初日の９月８日、町長から提案された平成26年度城里町決算（７会計）について詳細
に審査するため決算特別委員会が設置されました。
　決算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分
の審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

決算特別委員会での主な質疑・答弁

（
一
般
会
計
所
管
分
）

問　

財
産
収
入
の
収
入
未
済
額

の
内
容
は
。

答　

建
物
１
件
と
土
地
１
件
分

の
賃
貸
料
で
ご
ざ
い
ま
す
。

土
地
の
賃
貸
料
は
６
月
に
収

入
済
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
繰
入

金
（
ふ
れ
あ
い
の
船
基
金
）

事
業
は
あ
と
何
年
ま
で
継
続

出
来
る
の
か
。

答　

ふ
れ
あ
い
の

　

船
事
業
は
基
金

　

の
残
額
を
計
算

　

い
た
し
ま
す

　

と
、
今
後
、
５

　

年
間
く
ら
い
は

　

事
業
が
継
続
で

　

き
る
予
定
で
す
。

問　

滞
納
処
分
費

　

を
執
行
し
な
か

　

っ
た
理
由
は
。

答　

不
動
産
を
差

　

押
え
し
て
調
査

　

を
し
た
結
果
、

　

公
売
等
が
で
き

　

る
不
動
産
が
な

　

か
っ
た
。

問　

自
動
車
急
速
充
電
設
備
は
一

般
の
方
も
利
用
で
き
る
の
か
。

答　

一
般
の
方
も
１
回
５
０
０
円

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

の
利
用
状
況
は
。

答　

平
成
26
年
度
の
利
用
者
数

は
、
１
３
、３
７
７
人
で
あ

り
、
１
日
あ
た
り
の
平
均
利

用
者
は
、
約
55
人
と
な
っ
て

お
り
過
去
３
年
間
の
利
用
者

数
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で

あ
り
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
給
付
者
へ

の
町
の
対
応
は
。

答　

町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
給

付
金
の
謝
礼
と
い
た
し
ま
し

て
、
ホ
ロ
ル
の
湯
招
待
券
と

地
元
農
産
品
等
を
返
礼
し
て

お
り
ま
す
。

問　

税
番
号
制
度
中
間
サ
ー
バ

Ｐ
Ｆ
の
内
容
は
。

答　

税
番
号
制
度
導
入
に
伴
う

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め

行
政
機
関
の
み
が
接
続
で
き

る
国
の
中
間
サ
ー
バ
を
利
用

す
る
た
め
の
も
の
も
の
で
す
。

問　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

指
導
曜
日
の
変
更
は
。

答　

変
更
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
例
年
通
り
月
曜
日
と

木
曜
日
に
実
施
い
た
し
ま

す
。

問　

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養

費
貸
付
金
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
給
付
金
の
減
額
補
正
の

理
由
は
。

答　

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養

費
貸
付
金
は
、
貸
付
申
請
者

の
少
数
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
給

付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担

当
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
減
及
び
後
期
高
齢

者
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

金
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　

人
間
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診

補
助
実
績
と
今
後
の
計
画
は
。

答　

平
成
26
年
度
実
績
は
人
間

ド
ッ
ク
１
５
３
人
、
脳
ド

ッ
ク
53
人
で
受
診
者
数
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
補
助

者
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
９
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
決
算
の
所
管
分
・
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

総務民生常任委員会の審議状況
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決算特別委員会報告

（
一
般
会
計
所
管
分
）

問　

各
課
使
用
料
・
手
数
料
の

収
納
率
は
。

答　

学
校
給
食
の
収
納
率
は
、

99
・
６
％
、
地
域
下
水
道
の
収

納
率
は
98
・
９
％
、
町
営
住
宅

家
賃
の
収
納
率
は
88
・
７
％
、

水
道
料
金
の
収
納
率
は
86
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

学
校
施
設
環

　

境
改
善
交
付
金

　

の
減
額
補
正
の

　

理
由
は
。

答　

桂
小
学
校
及

　

び
常
北
小
学
校

　

の
耐
震
工
事
の

　

た
め
の
国
庫
補

　

助
金
で
あ
り
ま

　

す
が
入
札
が
不

　

調
と
な
り
減
額

　

補
正
し
た
も
の

　

で
あ
り
ま
す
。

　

原
因
と
し
ま
し

　

て
は
資
材
の
高

　

騰
、
技
術
者
の
不
足
等
に
よ

り
応
札
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

問　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事

業
費
に
つ
い
て

答　

昨
年
に
比
べ
ま
す
と
申
込

者
は
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、
当
初
予
算
の
見
込
み
ま

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
年
度
の
予
算
作
成
の
際
は

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

設
置
事
業
に
つ
い
て
。

答　

現
在
、
外
国
人
教
員
を
４

名
採
用
し
生
徒
た
ち
が
直
に

講
師
と
会
話
を
し
な
が
ら
外

国
語
へ
の
関
心
を
高
め
て
お

り
ま
す
。

問　

ホ
ロ
ル
の
湯
施
設
改
修
に

つ
い
て
。

答　

施
設
が
13
年
を
経
過
し
、

館
内
設
備
の
老
朽
化
に
よ
り

消
防
設
備
他
22
か
所
の
改
修

工
事
を
実
施
し
安
全
面
及
び

衛
生
面
を
考
慮
し
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

問　

新
規
就
農
者
等
支
援
事
業

に
つ
い
て
。

答　

町
単
独
事
業
と
し
て
新
規

就
農
者
１
名
に
対
し
年
額
36

　

万
円
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

問　

青
年
就
農
給
付
金
給
付
事

業
の
内
容
は
。

答　

国
･
県
補
助
事
業
で
あ
り

対
象
者
は
、
45
歳
未
満
の
農

業
を
営
む
青
年
就
農
者
に
対

し
て
、
年
額
１
５
０
万
円
を

５
年
間
就
農
給
付
金
と
し
て

受
け
取
れ
る
事
業
で
す
。

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
補
助
の
拡
大
に
つ
い
て
。

答　

補
助
条
件
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
該
当
地
域
よ

り
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
県
と
協
議
し
検
討
い
た

し
ま
す
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　

未
接
続
解
消
接
続
推
進
委

員
に
つ
い
て
。

答　

接
続
推
進
委
員
２
名
を
採

用
し
公
共
下
水
道
地
域
及
び

農
業
集
落
排
水
地
域
未
接
続

家
庭
へ
出
向
き
推
進
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　

使
用
料
の
徴
収
率
に
つ
い

て
。

答　

お
客
様
セ
ン
タ
ー
へ
の
委

託
に
よ
り
水
道
料
金
の
収
納

率
は
、
年
々
向
上
さ
れ
平
成

26
年
度
は
前
年
度
に
対
し
１

％
の
増
で
あ
り
ま
す
。

問　

石
塚
浄
水
場
施
設
老
朽
化

と
今
後
の
対
応
は
。

答　

老
朽
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
町
水
道
事
業
基

本
計
画
及
び
新
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
中
で
あ
り
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
14
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
決
算
の
所
管
分
・
公
共

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

教育産業常任委員会の審議状況
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▽
城
里
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
番
号
法
）

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
条
例

の
一
部
を
改
正

▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
（
番
号
法
）
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
条
例
の
一
部
を
改
正

（
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
を
規
定
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
地
域
下
水
道
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

桂
地
区
高
根
台
団
地
で
利
用
し
て
い

た
地
域
下
水
道
を
本
年
９
月
末
を
も
っ

て
廃
止
し
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
関
係
条
例

の
整
備
を
す
る
も
の

▽
平
成
27
各
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

補
強
工
事
の
契
約

　
契
約
金
額

　
　

８
、３
７
５
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　

水
戸
市
け
や
き
台

　
　
　
　
　
　

２
丁
目
13
番
地
２

　
　

コ
ス
モ
綜
合
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

池
田　

勇
夫

　
契
約
の
方
法

　
　

一
般
競
争
入
札

▽
平
成
27
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

３
台
の
購
入
契
約

　
契
約
金
額

　
　

１
、６
５
２
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　

水
戸
市
東
原

　
　
　
　
　
　

３
丁
目
６
番
24
号

　
　

ト
キ
ワ
産
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

奥
村　

正
好

　
契
約
の
方
法

　
　

指
名
競
争
入
札

９月定例議会で決まったこと

条
例
改
正

契
約
の
締
結

　

こ
の
条
例
改
正
は
、
す
べ
て
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
番
号
を

付
け
割
り
振
ら
れ
、
個
人
の
納
税
や

社
会
保
障
の
情
報
を
国
が
管
理
し
、

さ
ら
に
預
貯
金
や
健
康
診
断
な
ど
の

情
報
に
も
拡
大
す
る
も
の
。
そ
れ
を

使
っ
て
政
府
は
、
税
や
保
険
料
な
ど

の
徴
収
を
強
化
し
、
個
人
の
財
布
の

中
身
も
身
体
の
状
況
も
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
す
べ
て
国
に
管
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
重
要
な
問

題
は
一
括
管
理
さ
れ
た
、
極
め
て
高

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

９月定例会で
決まったこと

い
個
人
情
報
が
、
漏
洩
・
流
出
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
、
流
出
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
ほ
う
が
は
る
か
深
刻
だ
。
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▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

に
お
い
て
農
林
水
産
分
野
の
重
要
５
品

目
な
ど
の
聖
域
の
確
保
を
最
優
先
し
、

交
渉
脱
退
も
含
め
衆
参
両
院
の
農
林
水

産
委
員
会
に
お
け
る
国
会
決
議
を
遵
守

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

▽
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▽
「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定
」

を
求
め
る
意
見
書

▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

に
関
す
る
意
見
書

▽
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
慎
重
審
議

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▽
懲
罰
動
議
に
つ
い
て

９月定例議会で決まったこと

請　

願

陳　

情

発
議
８
号

採　

択
閉
会
中
の
継
続
審
査

　

こ
の
補
正
予
算
に
反

対
す
る
最
大
の
理
由

は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
が
懸
念
さ

れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
実
施
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
Ｈ
27
年
度
10
月
５

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
個

人
の
預
貯
金
や
健
診
情

報
な
ど
に
も
利
用
対
象

が
広
が
る
。

　

個
人
情
報
が
国
や
自

治
体
に
管
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
情
報
の

流
失
は
避
け
ら
れ
な

い
。
情
報
流
出
の
危
機

が
あ
る
事
業
の
実
施
に

は
納
得
で
き
な
い
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子
議
員

一般会計補正予算を（2号） 否決
平成27年度

否決した主な理由
・個人のプライバシーの侵害が懸念されるマイナンバー制度の実施が組

み込まれていることにある。

・「ホロルの湯」の割引券を乱発すべきでないと同施設の使用料補填の
予算を問題視

否決された平成27年度補正予算案（第２号）

会計名 当初予算額 補正額 補正後予算額

一　般　会　計 96億2,800万円 3億3,727万円 100億486万円
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城里町議会議員辞職勧告可決

城里町議会議員辞職勧告 可決
議案56号

　

私
は
今
回
の
議
員
辞
職
勧
告
に
つ
い

て
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
致
し
ま
す
。
政

治
倫
理
審
査
会
が
全
会
一
致
で
条
例
違

反
を
認
定
。
城
里
町
倫
理
条
例
の
中
で
業

者
か
ら
年
額
50
万
円
以
上
の
報
酬
を
受

け
取
る
場
合
は
、
業
者
は
町
の
公
共
事
業

及
び
町
の
請
負
契
約
を
辞
退
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。
根
本
氏
は
こ
の
企

業
で
６
年
間
就
業
し
て
い
た
。
根
本
氏
自

ら
政
治
倫
理
条
例
作
成
に
関
わ
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
そ
の
本
人
が
議
員
の
守
る
べ

き
最
低
限
の
決
ま
り
で
あ
る
倫
理
条
例

の
違
反
を
認
識
し
な
が
ら
自
ら
恣
意
的

に
運
用
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
一
二
七
条
に
か
か
わ

る
昭
和
37
年
の
判
例
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
発
議
権
は
議
員
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
辞
職
勧
告
案
を
町
長
が
提
案
す
る

の
は
重
大
な
問
題
だ
。
し
か
し
、
政
治

倫
理
の
問
題
は
重
大
で
あ
る
。
当
該
議

員
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
、
庁
舎
建
設

以
外
に
も
幾
多
の
事
業
を
受
注
し
て
い

る
。
そ
の
工
事
契
約
の
案
件
に
賛
成
し

た
先
輩
議
員
に
も
責
任
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
は
町
民
の
血
税
が
注
ぎ
こ
ま
れ
て

い
る
。
公
人
に
は
高
い
政
治
倫
理
性
が

期
待
さ
れ
る
。
私
も
努
力
を
怠
ら
な
い

つ
も
り
だ
。

　

主
権
者
で
あ
る
町
民
と
町
政
を
担

う
町
執
行
部
、
及
び
議
員
の
モ
ラ
ル

に
つ
い
て
規
則
を
設
け
る
政
治
倫
理

条
例
、
自
身
が
策
定
に
関
わ
っ
た
倫

理
条
例
を
約
６
年
間
に
わ
た
り
欺
き

通
し
た
。
事
実
、
議
会
の
品
位
と
名

誉
を
大
き
く
傷
つ
け
利
己
的
な
弁
明

を
主
張
、
謝
罪
の
こ
と
ば
が
一
切
な

く
傲
慢
な
対
応
に
全
く
反
省
の
態
度

が
み
ら
れ
な
い
と
同
時
に
、
町
民
の

信
頼
を
裏
切
る
行
為
で
あ
り
、
我
々

議
員
は
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
又
他
市
町
村
に
誇
れ
る
議
会

を
構
築
す
る
が
為
に
も
辞
職
勧
告
が

妥
当
で
あ
る
。

賛
成
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

町
政
が
町
民
の
厳
粛
な
信
託
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
町
民

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
町
政
に
当
た
る

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
及
び
町
議
会

議
員
（
以
下
「
町
長
等
及
び
議
員
」
と
い

う
。）
が
高
度
の
倫
理
性
及
び
廉
潔
性
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
政
治
倫

理
基
準
を
自
ら
定
め
、
常
に
誠
実
公
正

に
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
を
促
し
、
最

小
限
の
遵
守
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
町
民
の
信
託
に
応
え
、
併
せ
て

町
民
の
町
政
に
対
す
る
正
し
い
認
識
及

び
自
覚
を
喚
起
し
、
も
っ
て
清
浄
で
民

主
的
な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

倫
理
条
例
と
は

鯉
渕　

秀
雄　

議
員

南
條　

治　

議
員

　

政
治
倫
理
委
員
会
は
条
例
規
則
３
条

第
２
号
に
抵
触
し
て
い
る
と
判
断
い
た

し
ま
し
た
。
又
、
根
本
議
員
も
指
摘
を

受
け
会
社
を
退
職
し
改
善
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
議
会
議
員
は
選
挙
で
住
民
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
し
、
任
期
は
４
年
と
法

律
で
補
償
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
的
拘
束

力
も
な
く
、
上
遠
野
町
長
に
議
員
の
経

済
活
動
や
議
員
活
動
を
制
限
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
町
長
が

議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
を
提
出
し
た
こ

と
自
体
、
大
変
危
険
な
行
為
で
あ
り
、

認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

議
員
は
有
権
者
の
信
託
を
受
け
活
動

し
て
い
る
。
議
員
の
出
処
進
退
は
自
ら

決
断
す
べ
き
で
あ
る
。
首
長
が
議
員
の

辞
職
勧
告
案
を
提
出
す
る
の
は
、
地
方

自
治
法
上
も
こ
れ
ま
で
例
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
広
島
県
府
中
市
議
が
起
こ
し

た
裁
判
に
お
い
て
、
広
島
高
裁
は
政
治

倫
理
条
例
の
定
め
る
範
囲
で
あ
っ
て
も

憲
法
で
保
障
さ
れ
る
経
済
活
動
の
自
由

を
制
限
し
て
い
る
場
合
は
、
違
法
だ
と

い
う
判
決
を
下
し
て
い
る
。

　

以
上
２
点
に
よ
り
辞
職
勧
告
の
運
用

に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
で
あ
る
べ
き

だ
。 反

対
討
論

阿
久
津　

則
男　

議
員

三
村　

孝
信　

議
員

　

今
回
の
辞
職
勧
告
決
議

案
の
提
案
理
由
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
辞
職
勧
告
に
つ

き
ま
し
て
は
、
城
里
町
政

治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、

政
治
倫
理
審
査
会
で
審
査

し
た
と
こ
ろ
、
根
本
正
典

議
員
が
政
治
倫
理
条
例
に

違
反
し
て
い
る
と
い
う
答

申
を
得
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
に
基
づ
き
辞
職
勧
告
を

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
城
里
町
の

議
員
は
公
共
事
業
に
関
わ

る
企
業
か
ら
50
万
円
を
超

え
る
報
酬
を
得
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
条
例
及
び
そ

の
下
の
規
定
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
抵
触
す
る

と
認
定
さ
れ
た
た
め
辞
職

勧
告
を
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

提
案
理
由

城
里
町
町
長　

上
遠
野　

修

た
だ
し
、
決
議
に
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん

7
賛成

6
反対

対
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議会運営委員会委員長解任請求可決・城里町議会議長不信任案否決

議会運営委員会委員長解任請求 可決
発議６号

城里町議会議長不信任案 否決  
発議７号

　

昨
年
か
ら
不
祥
事
が
続
く
中
、
今
ま
さ
に
議
会
と
し
て
の
方
向
を

示
す
必
要
が
あ
る
。
会
津
藩
藩
校
・
日
新
館
の
什
の
掟
に
あ
る
「
な

ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
。」と
い
う
姿
勢
を
私
達
議
員
が
今
、示
す
時
だ
。

議
員
間
相
互
の
議
論
が
非
常
に
少
な
い
現
況
の
町
議
会
。
議
員
定
数

削
減
、
情
報
開
示
、
通
年
議
会
、
土
日
議
会
の
開
催
等
を
議
論
す
る

環
境
を
今
一
度
創
り
直
す
時
、
議
会
改
革
を
す
る
時
、
つ
ま
り
は
新

し
い
議
会
を
作
る
時
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
体
制
を
作
る
為
、
私
達
は
、

議
会
全
体
の
調
整
役
を
司
る
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
議
長
を
選
び
直

し
、
生
ま
れ
変
わ
る
議
会
を
町
民
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

議
長
車
に
公
用
車
の
伝
票
を
使
い
、
新
車
時
タ
ン
ク
容
量
65
ℓ
。

そ
れ
に
ど
う
し
て
７
５
．
何
ℓ
か
の
ガ
ソ
リ
ン
が
入
る
の
か
不
思
議

で
な
ら
な
い
。
事
務
局
に
聞
く
と
「
満
タ
ン
で
借
り
て
満
タ
ン
で
返

す
。」と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
算
は
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。

い
や
し
く
も
公
用
車
の
番
号
を
使
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
…
。
皆
さ
ん
の

税
金
で
す
。前
回
も
議
場
の
壇
上
で
議
長
席
に
お
い
て
虚
偽
の
報
告
。

嘘
の
報
告
を
し
た
。
私
達
は
許
す
訳
に
は
い
か
な
い
。
ど
う
ぞ
議
員

の
皆
さ
ん
、
正
し
い
判
断
を
…
。

賛
成
討
論

河
原
井　

大
介　

議
員

南
條　

治　

議
員

　

先
議
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
判
断
の
別
れ
な
ど
、
全
国
的
に
も

先
例
の
な
い
事
例
を
持
ち
込
ま
れ
て
は
、
議
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
さ
せ
る
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
進
行
さ
せ
る

こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、
事
務
局
や
議
長

の
総
力
を
そ
の
ま
ま
示
す
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
仮
に
今
回

不
信
任
案
を
提
出
さ
れ
た
方
々
の
中
の
誰
か
が
議
長
に
な
れ
ば
、

こ
の
様
な
事
は
全
く
無
く
な
る
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
現

議
員
中
の
誰
が
議
長
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

反
対
討
論

根
本　

正
典　

議
員

　

根
本
議
員
に
対
し
て
議

員
辞
職
勧
告
案
が
可
決
決

議
を
い
た
し
ま
し
た
。
議

会
運
営
委
員
会
と
は
、
地

方
自
治
法
１
０
９
条
第
３

項
で
認
め
ら
れ
た
公
的
な

委
員
会
で
あ
り
、
本
会
議

の
円
滑
な
運
営
の
た
め
の

協
議
機
関
、
そ
し
て
議
長

を
支
え
て
い
る
諮
問
機
関

で
あ
る
。
９
月
１
日
の
議

会
運
営
委
員
会
で
「
労
働

の
対
価
と
し
て
報
酬
等
を

も
ら
う
こ
と
が
ど
う
し
て

悪
い
の
か
」「
幹
部
職
員
に

何
度
も
条
例
違
反
は
大
丈

夫
な
の
か
。」
又
、「
政
治

倫
理
条
例
の
改
正
を
求
め

る
」
と
発
言
。
自
ら
政
治

倫
理
条
例
の
作
成
に
関
わ

り
な
が
ら
条
例
が
悪
い
と

矛
盾
さ
を
露
呈
し
責
任
転

嫁
を
図
っ
て
お
り
、
先
ほ

ど
の
結
論
が
出
た
以
上
、

委
員
長
と
い
う
重
責
に
居

座
り
続
け
る
こ
と
は
非
常

に
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

提
案
理
由

鯉
渕　

秀
雄　

議
員

　

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
議
会

づ
く
り
は
、
私
共
議
員
の
責
任

で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
は
議
長

自
ら
の
資
質
と
行
動
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
不
信
任

案
を
提
出
す
る
事
は
断
腸
の
思

い
で
あ
る
が
、
以
下
の
趣
旨
で

提
出
す
る
。
①
改
革
真
只
中
時

の
不
公
平
な
支
出
行
為
と
、
平

成
23
年
４
月
１
日
付
施
行
の
議

長
交
際
費
に
関
わ
る
要
綱
を
自

ら
作
成
し
、
報
告
も
無
く
公
表

義
務
条
項
に
反
し
、
４
年
半

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
怠
っ
た

事
。
②
２
月
教
産
委
員
会
研
修

に
議
長
個
人
の
車
を
使
用
し
、

帰
宅
後
公
用
車
の
伝
票
で
自
車

に
71
・
75
ℓ
の
燃
料
を
入
れ
る

と
は
、
お
粗
末
極
ま
り
な
い
重

大
問
題
で
あ
る
。
③
第
３
回
定

例
会
で
議
案
56
号
の
先
議
に
つ

い
て
、
虚
偽
の
報
告
と
は
ベ
テ

ラ
ン
議
長
と
し
て
は
大
変
欠
落

で
あ
る
。
④
町
長
就
任
祝
賀
会

で
主
催
側
で
あ
る
議
長
が
、
来

賓
議
員
２
名
に
対
し
襟
首
を
持

ち
恐
怖
心
を
煽
っ
た
。「
能
あ
る

者
は
爪
を
出
さ
ず
」。
暴
力
は

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
！
以
上

４
点
を
不
信
任
案
の
理
由
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

提
案
理
由

杉
山　

清　

議
員

7
賛成

6
反対

対

6
賛成

７
反対

対
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９月臨時会で決まったこと

平成27年度補正予算

一般会計

追加補正	 3億2,134万円

総額　99億8,892万円に

地方交付税 42億2,057万円

県支出金 7億2,485万円

繰入金 3億1,587万円

町債 8億1,156万円

歳入の主なもの

総務費 13億7,709万円

民生費 25億4,999万円

衛生費 7億4,699万円

農林水産業費 4億9,006万円

土木費 15億4,316万円

教育費 10億6,412万円

商工費 1億6,443万円

消防費 5億1,134万円

歳出の主なもの

第2回定例会で原案通り可決された特別会計補正予算

特別会計
会計名 補正額 補正後の額

介　護 保険事業勘定 3,252万円 18億4,858万円

公共下水道事業 4,664万円 11億4,170万円

農業集落排水事業 173万円 2億9,991万円

９月臨時会で決まったこと

　第２回臨時会は9月24日に召集されました。第2回定例会

で否決された一般会計補正予算について審議し、議案について

原案のとおり承認・可決されました。
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審議した議案と各議員の賛否

議　員　名
議　案　名

藤
咲
芙
美
子

片
岡
　
藏
之

薗
部
　

一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

桐
原
　
健
一

小
林
　
祥
宏

南
條
　

治

杉
山
　

清

小
松
﨑
三
夫

鯉
渕
　
秀
雄

根
本
　
正
典

小
圷
　

孝

城里町個人情報保護条例の一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

○ ○ ○
城里町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町地域下水道の廃止に伴う関係条例の整備に関する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
備品購入契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度城里町一般会計補正予算（第２号）について × ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○
平成27年度城里町介護保険特別会計補正予算（第１号）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第１
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度城里町一般会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町国民健康保険特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町後期高齢者医療特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町介護保険特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町公共下水道事業特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町農業集落排水事業特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度城里町水道事業会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町議会議員の辞職勧告について ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
城里町政治倫理審査会委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
城里町議会運営委員会委員長の解任請求 ○ ○ × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
城里町議会議長不信任決議案 × ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × ○
第2回臨時会
平成27年度城里町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否
　第３回定例会・第２回臨時会の議案等の表決を、賛成は○、反対を×、欠席は−で表示してあります。
　採決に加われなかった議員は斜線で表示してあります。

傍聴者報告
　　第３回定例会（９月８日〜18日まで開催） 58人
　　第２回臨時会　　　　　（９月24日） 15人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）
http://www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は 12月８日を予定しております
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町
政
を
問
う

一般質問今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。

藤咲　芙美子　議員…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

　・国民健康保険行政について

　・町民の移動手段　足の確保を

　

桐原　健一　議員…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16

　・「市町村動物愛護条例」制定について

　・空き家対策について

　・使用済み小型家電の回収について

　・舟渡団地跡地について

三村　孝信　議員…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17

　・財政調整基金について

　・学習支援について

　・人事管理について
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国民健康保険行政について
《町長》	特定検診の受診率は高いが、さらな

る向上を目指したい。
藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

藤

咲　

国
民
健
康
保

険
は
命
と
健
康
を
守
る

公
的
医
療
保
険
制
度
で

日
本
の
皆
保
険
制
度
を

根
底
か
ら
支
え
て
い
る
。

国
の
負
担
が
後
退
し
た

こ
と
で
、
加
入
世
帯
の

負
担
割
合
ふ
え
て
い
き
、

町
民
は
ぎ
り
ぎ
り
の
状

態
で
納
入
し
て
い
る
の

が
実
態
。
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
世
帯
も
多

く
な
っ
て
お
り
、
短
期

被
保
険
者
証
、
資
格
証

明
証
の
発
行
が
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。
国
保
基

金
５
８
０
０
万
円
の
活

用
で
負
担
軽
減
策
を
と

る
の
が
町
の
役
割
で
は

な
い
か
。

町

長　

介
護
保
険
料

は
県
内
で
一
番
安
い
。

厚
労
省
の
通
知
で
積
み

立
て
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
む
し
ろ
少
な

い
く
ら
い
だ
。

藤

咲　

短
期
保
険

証
、
資
格
証
明
証
発
行

世
帯
が
増
え
て
い
る
。

こ
れ
の
安
易
な
発
行
は

そ
の
家
族
の
受
診
の
機

会
を
奪
う
の
で
は
な
い

か
。

保
健
課
長　

保
険
税
３

期
分
以
上
の
滞
納
者
に

文
書
や
電
話
等
に
よ
る

接
触
の
機
会
を
設
け
て

い
る
。
資
格
証
は
３
年

間
に
一
度
も
相
談
も
納

付
も
な
か
っ
た
人
に
発

行
し
て
い
る
。

藤

咲　

当
町
の
健
診

は
県
内
２
位
を
維
持
し

て
い
る
が
、
さ
ら
な
る

受
診
率
向
上
の
た
め
健

診
場
所
を
も
っ
と
細
や

か
に
す
る
こ
と
、
受
診

者
の
足
の
確
保
、
受
診

藤

咲　

デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
は
現
在
も
高
齢

者
を
中
心
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
に

手
続
き
の
簡
素
化
を
求

め
た
い
。
広
報
誌
や
社

会
福
祉
協
議
会
発
行「
か

ざ
ぐ
る
ま
」
を
活
用
し

た
ハ
ガ
キ
の
活
用
は
ど

う
か
。

町

長　

窓
口
の
ほ
か

電
話
で
登
録
が
で
き
る
。

広
報
誌
で
周
知
し
て
い

き
た
い
。

藤

咲　

住
民
の
要
求

が
強
い
土
日
の
運
行
を

試
験
的
に
も
開
始
で
き

な
い
か
。

町

長　

こ
れ
を
行
う

と
七
会
の
路
線
バ
ス
の

補
助
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て

し
ま
う
。

藤

咲　

車
を
運
転
で

き
な
い
人
に
タ
ク
シ
ー

券
制
度
を
要
望
し
た
い
。

町

長　

介
護
保
険
要

支
援
以
上
、
障
害
者
に

は
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

町
民
の
異
動
手
段　

足
の
確
保
を

《
町
長
》

来
年
度
に
向
け
検
討
。

料
の
無
料
化
な
ど
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

町

長　

当
町
は
職
人

さ
ん
で
40
歳
代
の
方
が

健
康
診
断
を
受
け
な
い

方
が
多
い
。
無
料
化
に

し
て
も
受
診
率
が
上
が

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

資格証明証・短期保険証の見本

見本
見本
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舟
渡
団
地
跡
地
に
つ
い
て

《
町
長
》

積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

桐
きり は ら

原　健
け ん い ち

一　議員

「市町村動物愛護条例」
の制定について
《町長》	 近隣市町村の情勢をみて、検討して

いく。
桐

原　

茨
城
県
の
犬

や
猫
の
殺
処
分
数
は
、

未
だ
に
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
と
い
う
不
名

誉
な
結
果
で
あ

る
。「
城
里
町
動

物
愛
護
条
例
」

を
制
定
し
て
は

ど
う
か
。

町

長　

殺
処

分
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
が

重
要
で
あ
る
。

条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
県

の
条
例
や
近
隣

市
町
村
の
情
勢
も
み
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

都道府県別　犬の殺処分頭数（Ｈ24年度）

頭
数

人口（単位 千人）

4000

3000

2000

1000

0
5,000 10,000 15,000

茨城 3177頭
沖縄 2304頭

広島 2229頭

千葉 1375頭

東京 176頭

桐

原　
「
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
」が
施
行

さ
れ
各
地
で
対
策
が
動

き
出
し
て
い
る
が
、
本

町
で
も
「
空
き
家
利
活

用
推
進
事
業
」
の
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

町

長　

空
き
家
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
現
在

整
備
さ
れ
た
情
報
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
今

後
調
査
を
行
い
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

調
査
し
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
に
つ
い
て

《
町
長
》

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
向
け
て
検
討
。

桐

原　

レ
ア
メ
タ
ル

や
貴
金
属
な
ど
貴
重
な

資
源
の
有
効
活
用
と
ご

み
の
減
量
を
図
る
た
め
、

使
用
済
み
小
型
家
電
の

「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
を
、

町
内
の
公
共
施
設
に
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

町

長　

使
用
済
み

の
小
型
家
電
の
回
収
は

「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
で
市
町
村
が
行

う
こ
と
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
に
向
け
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

桐

原　

町
が
所
有
す

る
不
動
産
を
売
却
す
る

事
で
９
月
１
日
よ
り
入

札
申
し
込
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
在
何
件
の

申
し
込
み
が
あ
る
か
。

町

長　

回
答
す
る
こ

と
に
よ
り
、
入
札
に
関

す
る
客
観
性
や
競
争
性

を
失
う
可
能
性
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
、

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

桐

原　

人
口
減
少
の

中
で
住
宅
建
設
を
何
戸

位
見
込
ん
で
い
る
か
。

町

長　

不
動
産
鑑
定

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

宅
地
割
り
10
戸
を
見
込

ん
で
い
る
。

桐

原　

10
戸
建
っ
た

場
合
、
町
の
税
収
は
ど

の
位
見
込
め
る
か
。

町

長　

住
民
税
で
１

７
０
万
円
、
固
定
資
産

税
が
１
０
０
万
円
、
合
わ

せ
て
年
間
２
７
０
万
円
の

税
収
が
見
込
ま
れ
る
。
も

し
30
年
間
続
い
た
場
合
は
、

８
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の

税
収
が
見
込
ま
れ
る
。

使用済み小型家電
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三

村　

厚
労
省
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

子
ど
も
の
貧
困
率
は
16

％
で
、
特
に
ひ
と
り
親

世
代
で
は
55
％
に
な
る

と
い
う
。
町
の
幼
・
小
・

中
学
校
に
お
け
る
ひ
と

り
親
世
帯
数
は
。

教
育
長　

公
立
幼
稚
園

は
な
し
。
小
学
校
は
８

５
２
世
帯
中
77
世
帯
で

９
・
８
％
、
中
学
校
は

５
５
２
世
帯
中
84
世
帯

で
15
・
２
％
が
ひ
と
り

親
世
帯
だ
。

三

村　

経
済
的
に
困

窮
す
る
と
家
庭
は
孤
立

化
し
、
子
ど
も
達
が
学

習
の
機
械
を
失
う
こ
と

に
よ
り
、
貧
困
の
連
鎖

が
起
こ
る
傾
向
に
あ
る
。

町
は
支
援
策
を
考
え
て

い
る
か
。

町

長　

経
済
的
な
格

差
が
学
力
の
格
差
に
つ

な
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。

再
開
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
の
図

書
館
を
学
習
の
場
と
し

て
提
供
で
き
る
。
も
う

１
歩
踏
み
込
ん
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習

相
談
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

教
育
長　

退
職
校
長
会

か
ら
学
校
や
子
ど
も
た

ち
の
役
に
立
ち
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
旧
視
聴
覚
室
を
使

用
す
る
方
向
で
進
め
た

い
。

《町長》	 財源を調整し、計画的な財源運営を
行う。

財政調整基金について

三

村　

財
政
調
整
基

金
と
は
家
計
に
お
け
る

貯
金
に
該
当
す
る
が
、

町
の
現
在
の
残
高
は
い

く
ら
か
。

町

長　

26
年
度
末
で

35
億
６
３
９
９
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

三

村　

基
金
を
取
り

崩
せ
る
の
は
ど
ん
な
場

合
か
。

総
務
課
長　

⑴
財
政
の

著
し
い
不
足
⑵
災
害
に

よ
る
減
収
⑶
緊
急
の
大

規
模
な
公
共
事
業
⑷
財

源
の
育
成
の
た
め
の
財

産
の
取
得
⑸
地
方
債
の

繰
上
げ
償
還
、
以
上
５

つ
の
場
合
に
取
り
崩
す

事
が
出
来
る
。

三

村　

町
条
例
で

は
、
⑴
と
⑵
の
場
合
し

か
既
定
し
て
い
な
い
が
、

条
例
の
見
直
し
は
。

町

長　

地
方
財
政
法

と
町
条
例
の
違
い
を
よ

く
検
討
し
、
町
条
例
の

改
正
を
考
え
た
い
。

三
み む ら

村　孝
た か の ぶ

信　議員

コミセン２階図書室

学習室　　

三

村　

８
月
の
人
事

移
動
が
内
示
か
ら
決
定

ま
で
に
２
転
３
転
し
た

理
由
は
。

町

長　

行
政
内
部
の

人
事
に
つ
い
て
は
私
の

専
権
事
項
な
の
で
回
答

は
差
し
控
え
る
。

三

村　

職
員
の
体
調

等
も
し
っ
か
り
と
把
握

し
丁
寧
な
人
事
を
心
掛

け
て
ほ
し
い
。

町

長　

現
体
制
は
ベ

ス
ト
だ
。
適
材
適
所
の

人
事
に
つ
と
め
る
。

人
事
管
理
に
つ
い
て

《
町
長
》

職
員
の
状
況
を
検
討
し
人
事
を
行
っ
て
い
く
。

学
習
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

—

子
ど
も
の
貧
困
対
策—

《
教
育
長
》

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
退
職
校
長
会
に
よ
る
学
習

支
援
、
生
活
習
慣
指
導
な
ど
を
検
討
。
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研修報告・委員会報告

議
会
広
報
委
員
会

宮
城
県
加
美
郡
加
美
町
議
会
・

宮
城
県
名
取
市
仙
台
空
港
を
研
修

研
修
報
告

　

去
る
７
月
22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）
城
里
町
議
会
広
報
委
員
会
は
、
読
者
に

議
会
の
活
動
状
況
に
関
心
を
持
ち
、
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
を
目
指
し
、
議

会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
活
発
な
編
集
活
動
を
行
っ
て
い
る
宮
城
県

加
美
町
議
会
に
お
い
て
視
察
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

○
加
美
町
議
会

編
集
体
制

◇
委
員
数　

６
名

◇
任　
　

期　

２
年

◇
開
催
日
数　

　
　

１
回
の
発
行
に
つ
き
４
回
程
度

　
　
（
う
ち
１
回
は
定
例
会
前
後
）

　
　
　
ま
た
は
会
期
中
）

発
行
状
況

◇
名　
　

称	

か
み
ま
ち
議
会
だ
よ
り

◇
創　
　

刊	

平
成
15
年
５
月
１
日

	

（
現
在
49
号
）

◇
発
行
回
数	

定
例
会
ご
と
に
年
４
回

◇
発
行
日
数	

定
例
会
終
了
後

	
翌
々
１
日

◇
発
行
部
数	
８
、１
５
０
部

◇
配
布
対
象	
町
内
全
戸
、
関
係
す
る

	

機
関
及
び
団
体

編
集
要
領

・
定
例
会
前
後
、
ま
た
は
会
期
中
に
第

１
回
委
員
会
を
開
催
、
編
集
方
針
や

構
成
、
記
事
担
当
委
員
の
役
割
分
担

を
決
定
し
、
委
員
に
配
布
す
る
。

・
本
会
議
の
一
般
質
問
終
了
後
、
原
稿

提
出
を
依
頼
。
１
人
２
件
ま
で
と
し
、

質
問
者
が
原
稿
を
６
０
０
字
以
内
に

簡
潔
に
纏
め
、
編
集
委
員
が
内
容
を

確
認
す
る
。

・
議
案
、
所
管
事
務
調
査
、
審
議
記
事

は
編
集
委
員
が
纏
め
る
。

・
一
般
質
問
の
追
跡
シ
リ
ー
ズ
・
議
会

の
主
な
活
動
や
興
味
深
い
記
事
、
町

民
の
関
係
深
い
記
事
、
町
団
体
の
紹

介
記
事
を
盛
り
込
み
、
写
真
や
似
顔

絵
を
多
用
し
た
編
集
に
す
る
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

　

平
成
23
年
度
よ
り
導
入
。

　

各
項
目
に
分
け
３
段
階
評
価
。

　

率
直
な
意
見
、
感
想
、
要
望
を
記
入

す
る
事
が
出
来
る
。

○
仙
台
空
港
に
て

加美町・研修の様子

仙台空港・研修の様子

　

今
回
、
加
美
町
の
議
会
広
報
編
集
調

査
特
別
委
員
会
を
視
察
研
修
し
、
子
供

た
ち
の
写
真
を
中
心
に
採
用
し
、「
特

集
」・「
表
紙
写
真
の
紹
介
」な
ど
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
記
事
、
町
民
に
直
接

関
係
の
深
い
も
の
を
重
点
的
に
掲
載
し
、

町
民
と
議
会
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
広
報

紙
づ
く
り
に
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

　

特
に
、
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
の

導
入
は
、
読
者
の
リ
ア
ル
な
意
見
、
感

想
が
届
き
、
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面

を
記
事
に
す
る
こ
と
で
議
会
へ
の
信
頼

度
向
上
の
効
果
を
高
め
て
い
る
。

　

又
、
編
集
委
員
会
で
は
自
ら
編
集
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
み
、
写
真
な
ど
の

多
さ
や
記
事
の
校
正
等
に
も
多
く
の
意

見
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
活
発
な
編

集
活
動
が
印
象
に
強
く
残
っ
た
。

　

又
、
仙
台
空
港
の
視
察
研
修
で
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
過
し
、

当
時
と
は
ま
た
違
っ
た
被
害
・
被
災
状

況
に
つ
い
て
改
め
て
、
感
じ
、
考
え
る

視
察
研
修
に
な
っ
た
。

　

災
害
時
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ぬ
た
め
、

当
時
携
わ
っ
た
人
々
の
行
動
や
避
難
生

活
の
様
子
、
施
設
の
被
災
状
況
を
写
真

に
収
め
、
現
在
も
空
港
利
用
者
へ
写
真

パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
当
時
の
状
況
を
伝

え
て
い
る
。

　

今
後
い
つ
起
こ
り
得
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
時
、
議
会
と
し
て
も
素
早
い
対

応
、
適
切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、

広
報
委
員
会
と
し
て
「
伝
え
て
い
く
」
重

要
性
も
改
め
て
感
じ
る
視
察
研
修
に
な

っ
た
。

議員の似顔絵を園児に依頼
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研修報告・委員会報告

常 任 委 員 会 報 告

総務民生常任委員会

教育産業常任委員会

台風18号　災害状況確認

総務民生常任委員会
教育産業常任委員会
　
・台風18号から変わった低気圧の影響による

町内の災害の状況を確認後、委員会ごとに町
議室において執行部より町の災害状況の説明
をうけた。

【協議事項】　　　　　　　　　　 傍聴人20人

　・常北中学校改築工事（２期工事）について
契約等に関する経緯説明

　・城里町政治倫理条例について
政治倫理基準に関わる付託調査結果の
説明

８月19日（水）
城里町役場　３階　委員会室

【協議事項】

　・平成26年度教育産業常任委員会視察研修
　　について

行程・実施内容の調査

７月16日（木）
城里町役場　３階　委員会室
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追跡調査

　

９
月
10
日
未
明
、
台
風
18
号
か

ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
の
影
響
で
常

総
市
を
流
れ
る
鬼
怒
川
の
堤
防
が

決
壊
し
多
数
の
安
否
不
明
者
が
出

ま
し
た
。
常
総
市
、
古
河
市
、
結

城
市
等
近
隣
の
水
没
人
家
は
約

６
５
０
０
棟
、
田
畑
の
多
く
の
農

産
物
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

　

本
町
で
も
那
珂
川
が
流
れ
て
お

り
、
10
日
未
明
か
ら
桂
川
・
江

川
へ
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
、
消
防

団
員
・
町
職
員
の
懸
命
な
努
力
に

よ
り
那
珂
川
へ
放
水
・
水
門
の
調

整
で
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
事
が

出
来
ま
し
た
。
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
町
内
各
地

区
で
河
川
の
氾
濫
や
町
道
の
土
砂

崩
れ
等
が
発
生
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
職
員
の
迅
速
な
対
応
・
的
確

な
判
断
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
い
つ
来
る
か
判
ら
な
い
災

害
に
防
災
意
識
を
新
た
に
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされ
たのか追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

民間財団等の助成事業を活用し支援
する

民芸の保存、維持確保について
（平成25年９月）

補助の範囲を広げた

民間財団等による地域の伝統文化保存維持費
用助成事業等を活用し、支援する。

八木節源太踊りは100年来続いている。他の団
体も含め、今後の維持確保のために財政援助
が出来ないか。

城里町文化財保護事業費補助金交付要綱を改
正し、「無形文化財の衣装・楽器等の修理又は
購入」の事業名を加え、30万円を限度として、
２分の１以内の補助が出来るように範囲を広
げた。
　また、民間財団等による伝統文化保存維持
費用助成事業は、各団体で直接申請すること
になっているためこの活用を支援していく。

町単独では予定していない

有害鳥獣捕獲対策について
（平成25年９月）

猪に限り１年の有害捕獲が出来るよ
うになった

猟友会城里支部に有害鳥獣捕獲費用として120
万円補助しているので、１頭としては予定し
ていない。電気柵についても、町単独では予
定していない。

猪駆除の申請経費が多分にかかる。町単独で
３万円程度の助成は出来ないか。また水田の電
気柵についても、経費の３分の１支給されてい
るが、畑や果樹園にも同額助成できないか。

平成27年度、有害鳥獣捕獲費用として170万
円の補助。来年度から猪に限り１年の有害捕
獲が出来るようになり被害場所を重点的に駆
除依頼。現在約70頭を駆除。１頭としての補
助は予定していない。新規狩猟免許拾得者等
にも取得補助を行っている。電気柵について、
農業共済から上限10万1/3の補助を行い、町
単独では行っていない。


